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●長岡京記念文化会館 
 
前回検証結果 

 

 要 改 善  

・施設の利用実態や近隣の類似施設の状況、老朽化の進行により、今

後、施設改修が必要となることから、設置目的や必需性、今後の費

用負担、施設移譲も含めて地元市町と検証を進めること。  

 
対応・改善策 
実施状況 

・本施設に最もふさわしい設置形態を含めた今後の施設のあり方に

ついて、長岡京市と意見交換を行い、検証を実施中。 

 

＜長岡京市との意見交換＞ 

 平成 30 年度：１回（H30.11.7） 

 令和元年度 ：１回（R1.10.8） 

 令和２年度 ：なし（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため） 

 
取組の結果 ◇新型コロナウイルス感染症の影響もあり、利用者数、利用料金収入

は年々減少 
 
なお残る課題・
問題点 

◆築32年が経過しており、建物・設備の老朽化が進行し、設備保守の

費用や突発的な修繕費等が増加傾向。 

 
府民サービス等
改革検討委員会
による改善意見
等 

□今後必要な大規模工事の財源負担について、地元自治体との調整・

結論を急ぐ必要があり、負担の軽減に当たっては、公民連携の手法

を幅広く検討されたい。 

□アフターコロナに向けて、地域を元気にする文化力向上のため、早

急にソフト＆ハードの充実に向けた改善計画を検討されたい。 

□交通の利便性が高い立地から稼働率向上に向けて、地域住民のみ

ならず、鉄道沿線の地域に対しての広告宣伝活動を充実してはど

うか。 

 
京都府の検証結
果及び対応方向 

 

 要 改 善  

＜改善方策＞ 

◎老朽化の進行により、施設改修が必要であることから、設置目的や

必需性、今後の費用負担、施設の運営スキームも含めて地元市町と

中長期的なあり方の検証を急ぐこと。 

＜今後の対応＞ 

○施設の利用実態や老朽化対策を踏まえ、今後の会館のあり方につ

いて、引き続き地元市町と検討する。 

 


